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　授業に参加させていただいた
時、丁度テストの「スタート」の
時でした。
　羽崎先生は「授業をした後、テストをしています」と、
私達に教えて下さいました。ここでも、大切なことは二重
にも三重にも頭に入れていく、と言う授業なのだと感じま
した。
　また、ここでは、ある「ほっ」としたことがありました。
5分間という短いテストの時間で、ある学生さんが見学に
来た私達に、そっと椅子を勧めて下さいました。「あー。
やさしい学生さん達の集まりのクラスだな」と心が「ほっ」
としました。
　お邪魔して、すみません。 優しさを ありがとう。

　昼食は、学生さんが食べてい
るものです。「どんなのかなー」
と興味津々。で、食べさせて
いただいた感想は・・。
「おいしかった！」
「値段もそこそこ」
そして、
「清潔でした」。
安心して食べさせられ
るな、と思えた食堂で
した。

　「ご・ち・そ・う・さ・ま」です。

　授業の課程名では、
なんのこっちゃと思いま
した。講義を聴いていく
うちに、人工呼吸器の
方式別の説明ということ
が分りました。圧規定方
式（従圧式：ＰＣＶ）と
量規定方式（従量式：ＶＣＶ）の特徴（圧力・流量・量）はグラフを使い、
また、長所や短所は比較表を使い説明されていました。
　黒板のところでは鎌田先生が４枚の黒板と特大の黒板消しを使いダ
イナミックに講義をされており、後方の席では学生が黒板と参考書を目
で追い必死でレポート用紙に書き込んでいるのが見受けられました。命
に関わる機器なので、講義している方も受講している方も熱が入るのだ
と思いました。
　医療現場に就職して、この熱血講義を活かしてください。

　大学の教養課程で勉強す
る数学としては、線形代数な
どがありますが、離散数学と
は、あまり聞き慣れない科目
だったので、聴講させていた
だきました。
　コンピューターというかデジタルは、０か１の世界です。数学で言えば
２進法、すなわち１＋１＝２ではなく、１＋１＝１０である。２進法で、な
んで１０進法の計算ができるのか、なんてことを考えながら講義を聞いて
おりました。
　升谷先生の講義は、講義に使われるスライドはプリントにして配布さ

れ、理解しやすく、後援
会の本来の仕事を忘れ、
講義に聞き入ってしまいま
した。教室の後ろの方に
いましたが、学生はみん
な熱心に講義を聞いてお
りました。
　離散数学はコンピュー
ターの基礎となるべき学
問のようで、がんばって勉
強して欲しいです。

生体機能代行装置学１

離散数学１

鎌田亜紀先生　
医療福祉工学科
3年・２限・2105教室

小児系理学療法学演習
羽﨑　完先生 　
理学療法学科
3年・２限・5205教室

升谷保博先生
情報学科
１年・２限・2107室

PM12:00～（A班、B班合流）
３号館１階　生協食堂

昼食

生協ショップ
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　授業に参加させていただいた
時、丁度テストの「スタート」の
時でした。
　羽崎先生は「授業をした後、テストをしています」と、
私達に教えて下さいました。ここでも、大切なことは二重
にも三重にも頭に入れていく、と言う授業なのだと感じま
した。
　また、ここでは、ある「ほっ」としたことがありました。
5分間という短いテストの時間で、ある学生さんが見学に
来た私達に、そっと椅子を勧めて下さいました。「あー。
やさしい学生さん達の集まりのクラスだな」と心が「ほっ」
としました。
　お邪魔して、すみません。 優しさを ありがとう。

　昼食は、学生さんが食べてい
るものです。「どんなのかなー」
と興味津々。で、食べさせて
いただいた感想は・・。
「おいしかった！」
「値段もそこそこ」
そして、
「清潔でした」。
安心して食べさせられ
るな、と思えた食堂で
した。

　「ご・ち・そ・う・さ・ま」です。

　授業の課程名では、
なんのこっちゃと思いま
した。講義を聴いていく
うちに、人工呼吸器の
方式別の説明ということ
が分りました。圧規定方
式（従圧式：ＰＣＶ）と
量規定方式（従量式：ＶＣＶ）の特徴（圧力・流量・量）はグラフを使い、
また、長所や短所は比較表を使い説明されていました。
　黒板のところでは鎌田先生が４枚の黒板と特大の黒板消しを使いダ
イナミックに講義をされており、後方の席では学生が黒板と参考書を目
で追い必死でレポート用紙に書き込んでいるのが見受けられました。命
に関わる機器なので、講義している方も受講している方も熱が入るのだ
と思いました。
　医療現場に就職して、この熱血講義を活かしてください。

　大学の教養課程で勉強す
る数学としては、線形代数な
どがありますが、離散数学と
は、あまり聞き慣れない科目
だったので、聴講させていた
だきました。
　コンピューターというかデジタルは、０か１の世界です。数学で言えば
２進法、すなわち１＋１＝２ではなく、１＋１＝１０である。２進法で、な
んで１０進法の計算ができるのか、なんてことを考えながら講義を聞いて
おりました。
　升谷先生の講義は、講義に使われるスライドはプリントにして配布さ

れ、理解しやすく、後援
会の本来の仕事を忘れ、
講義に聞き入ってしまいま
した。教室の後ろの方に
いましたが、学生はみん
な熱心に講義を聞いてお
りました。
　離散数学はコンピュー
ターの基礎となるべき学
問のようで、がんばって勉
強して欲しいです。

生体機能代行装置学１

離散数学１

鎌田亜紀先生　
医療福祉工学科
3年・２限・2105教室

小児系理学療法学演習
羽﨑　完先生 　
理学療法学科
3年・２限・5205教室

升谷保博先生
情報学科
１年・２限・2107室

PM12:00～（A班、B班合流）
３号館１階　生協食堂

昼食

生協ショップ

B班 B班

　四條畷就職課、伏本課長の案内で先ずは室内に立ち並ぶ何
枚もの会社からの求人案内から説明して頂きました。
　14,000件にもおよぶ企業からの求人情報があり、パネルに
貼られたもの以外にも横に置かれたキャビネットの中に各社の
ファイルや過去の就職先ファイルがぎっしりと収められています。
　また、大学のホームページでは「DENAVI」という検索サイト
で求人やイベント情報が発信され、大学に来なくても情報が得
られるということです。▲各企業による学内説明会のイベント情報

昼食後、四條畷就職課を訪問
伏本就職課長にお話をうかがいました

　四條畷就職課前に並ぶたくさ
んのイベント情報が気になった
ので、就職部にお願いしてどの
ようなお仕事をされているのか
教えて頂きました。

沼田哲史先生
デジタルゲーム学科
2年・３限・6208教室

ヒト型ロボット製作実習１
藤川智彦先生
医療福祉工学科
３年・３～４限・5105教室

　ゲーム用のプログラミング
修正について講義されてお
り、プロジェクターには訳の
解らない記号とアルファベッ
トが並んでいました。沼田先
生がその修正の例としてゲー
ムキャラクターの速度調整
や不要プログラミングの削除
について、実際のプログラムを使いながら説明されていました。
　印象に残ったのは『プログラマーの心得！』についてでした。
企業において、プログラムの開発は３～５年、長いものでは１０
年以上の時間と労力をかけており、安易に削除してしまうと取り
返しのつかない事態になりかねないとのこと。プログラムを削除
するには慎重にも慎重を重ねるのが『実務に携わるプログラマー
の心得！』とのこと。
　そこで、登場するのが＃if（イゲタアイエフ）　ＮＵＭＡＴＡとい
う魔法のプログラム！
　このプログラムを使うと、作成されていた部分のプログラムを
削除せずに、修正前と同じようにプログラムを動かすことができ
るとのことで、まさに沼田マジックだと思いました。

　ヒト型ロボット実習ということで、
てっきり、介護をサポートするロボッ
トの製作を目的とした実習と思って
おりました。藤川先生に説明して頂
きましたが、臨床工学士を目指す
学生さんの実習とのことです。
　臨床工学技士は、病院で人工呼
吸器や人工透析、人工心肺、心臓
カテーテルなどの機器の管理や操
作する仕事をしており、「ロボットと
どう関係があるのですか」と聞きま
すと、とにかくメカに強い技師になっ
て欲しいとのことです。臨床工学士の授業で、ロボット製作をやっ
ている大学はないようです。
　確かに、最近の医療機器も進歩し、高度化して複雑になり、アラー
ム音が鳴りまくってトラブルと、医師や看護師ではどうしようもできな
い状態になり、困る場面が多くなっております。そんな時、メカに強
い応用力ある臨床工学士がいると心強いです。面接でロボット実習
をしてメカに強いといえば就職に有利だということです。
　実習では学生が真剣な目で、ロボットでは難しいと言われる片足
立ちに挑戦していました。

PM12:00 ～ 13:15　A 班と合流

オブジェクト指向
プログラミング演習２

232016. Autumn




